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ーデータを用いたエア ロゾル光学特性の 多変量解析手法の 開発 （2）
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膿

　本研究で は 、
ベ ーズ統讚理論を用 い た最適化マ ル

チ パ ラメ
ー

タ ・リモ
ートセ ン シ ン グ手法の 開雛を行

っ て い る 。 近年の分光観測で は J 高感度 ・多波長 の

放財輝度デー
タが地上設 置型分光放射訃や衛墨搭載

多波長イ メ ジャ
ーに よ っ て得られ る よ うにな り，こ

れに対旛 して 多変量解析 手法 を利用 した リモ
ー

トセ

ン シ ン グ手 法が発達 して き て い る．そ こ で 本研究で
1

は ，これまで使用され て こ なか っ た近紫外域波長

（380  ）の 高空開分解能 （lkm）データ を含む GOSAT ．

衛驫搭載CAI （Cloud　and 　Aerosol　Imager＞セ ン サー

に よる多波長データ を ， 多地点 ・多変量 同時解析 を

利用す る こ とによっ て，従来法 に 比 べ て様々 な状況

に対応 で き る柔軟なエ ア ロ ゾル 情報を抽出する ア ル

ゴ リズ ム の開発を行 っ て い る．この 手法 は ， あ る時

間帯 ま た は 領域に 対 し て ， 複数 パ ラ メ
ー

タ の 問時推

定が可能で あるため，従莱の シ ン グルーピ クセ ル にお

けるフ ィ ッ テ ィ ン グ法 に 比 べ ，時空間的変勦 の 大 き

なエ ア ロ ゾル の 光学 ・物理特性の 導出に対して柔軟

性が高い とい える ．

2、　 レゴ 鹽 ズム の

　べ 一ズ 統計理論を用 い た最適化 マ ル チパ ラ メー

タ ・リモ
ー

トセ ン シ ン グ手法 （Turchin　and 　Nozik ，

1969 ；Rogers，2000；Dubovik 　et 　aL
，
2000，など）

に加え て 、物質の時空間方向連続性 を仮定 し た平 滑

化法を熔 い
， 毎図放射伝達を数値的に解 く手法を組

み 合わせ た、下S の 評価関数を解く こ と で 、大気中

の エ ア ロ ゾル 粒 子 の光学特性 、お よび地表面反射率

推定 を 行 う 。

φ一 （ζイ 団 ζイ ）・ （鋸 一
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こ こ で Tは転置行列 、SeとSaは観測f と拘東条件 とし

て 用 い る既 知 情報 （気候値）x 。
に 関する 共分散行 列 。

廻ま幡 目（x ，y）領域に お ける境界条件を衰す行列 、

Pkは k番 目（x，　y）に閧す る 2次微分作用因子 で ある 。

傭 は平滑度の 目安で ある。また本手法で は、
一
度に

水 平方向の 小 ピ ク セ ル 群に つ い て 各 パ ラメ
ー

タの 椎

定を行 い 、それ を組み合わせ る こ とによ り広城での

各パ ラメ
ー

タ の 推定を行 う。そ の 際 の 小 ピ クセ ル 群

問 の 境界条件 と し て、Dirich ｝et 境界条件を用 い た。

評価関数を最小化する問題 （ゴφ
；O）で は ，

ニ ユ
ー

トン 法 を用 い た。本手法 を用 い た 数値実験 と して 、4

波長 （380，674，870，160破   ］）の 観測値を想定 し

た5× 5格予領域 X4 （4小 ピ クセ ル 群） の シ ミュ レ
ー

シ ョ ン データ セ ッ トを作成 し （Rstarコ ー ド；

Nakajima　 and 　Tnaka　 1986，1988＞，数値箋験を行 っ

た．推定対象は fine粒子 とdust粒子 の 光学的厚 さ

（AOT）、
・fi　ne 粒 子中の ス ス の 体積混合比 、地表 匳 反

射 薬 で ある。

墨

　数値実験 で 推 定 された fine 粒 子 とダス ト粒子 の

AOT の真値か らの 誤差 ［（真｛直
一
推定｛直）／（真｛疫）］と

小ピク セ ル 群を想定 した数値実験の結果 を、それ ぞ

れ図 1、 2 に 示す。先見値は真値の 15e％。 真値はそ

れぞれ ，
0，3，0，1 で あ る。ま た Seは 1幡 、　 Sa は 50％

に相当す る髄 を与えた 。
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璽匸謄口 1◎ 1
國 1．推定結果，左から、AOT（fin粒子）、AOT（（軸st 粒甼〉、

ス ス 体積 混 含 比、地 衷面 笈 射率 （波長は 674nゆ。上 段が

真値、下 段が 推定値 で あ る 。
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